取扱説明書 


日立リビングサプライ 


保証書付 


巧証書はこの取扱説明書の裏表紙についていまずので、 
お買い上げの販売店の記入をお受け<ださい。 


パワーフードプ□セツヴー 


家庭用 


HFP-B3 お 


このたびはパワーフードプ□セツサーをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

お読みになったあとは大切に巧をしてください。 



Hitachi Living Systems は 
日立 U ビングサプライの英夕社名でず。 
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♦このパワーフードプ□セツサーは一般家庭用です。他の用途でのご使用はしないでください。 
思わめ事故の原因となります。 

♦地震•火災など緊急時や異常時には、直ちに 電源 プラグを抜さ、ご使用を中止してください。 

















まをのためがずお守り < だをい 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
次のように説明しています。 


■表示内容を無視して誤った巧い方をしたとまに生じるを害や損害の程度を、巧の表示で区分し、 
説明しています。 


A 警告 

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容 
です。 

A 注意 

この表示の欄は、 r 損害を追ラ可能性または物的損害のみび発生ずる可能性 
び想定される」内容です。 


絵表示の例 

A 0 

この記号は注意（危険-警告を含む）この記号は禁止の行為であることを 
を促す内容があることを告げるちの告げるちのです。図の中や近傍に具 
です。図の中や近傍に具体的な注意体的な禁止内容が描かれています。 
内容び描かれています。 


〇 

この記号は行為を強制したり指示す 
る内容を告げるちのです。図の中や 
近傍に具体的な指示内容が描かれて 
います。 


[ A 警告 1 


カッターの回転が止まるまではフタを 
開けたり、容器の中に指やスプーンなど 
調理材料む外は入れないで 
くださぃ。 户 

手が触れたりすると 開けない ri \ 

けびをする恐れび 
あります。 

(§) 

接軸禁止 

カッターは鋭利ですので 、」 

顧触れなぃで im 

けがの原因になります。 

う 

； 


子供や取り扱いにす慣れな方だけでの 
ご使用や、乳幼児の手の届く 
ところでは使わないでください。 

感電やけびの原因になります。 

戀 

水めれ禁止 

本体を水につけたり、 でて！ 

水をかけたりしないで 
ください。 

感電-ショートの恐れび \\ \ III 

械ます。 J 



電源コードを傷つけたり、破損させたり、 
加工したり、無理に巧げたり、引っ張ったり、 
ねじったり、たばねたりしないで<ださい。 
また、重い物を乗せたり、挟み&んだり 
しないで < ださい。 

電源コードび破損し、火災-感電の原因になります。 

磯) 

めれ手禁止 

濡れた手で電源プラグの巧き差しを 
しないで < ださい。 

感電の恐れびあります。 

分辭禁止 

修理技術ちむ外の人は、絶対に分解したり 
修理-改造は行わないでください。 

感電-ショート' 発义-けびの原因になります。 

b 

交流10 0 V じ例•では使用しないでください。 

义巧-感電の原因にな0ます。 

谷 

電源コードや電源プラグび傷んだり、コンセント 
の差込みびゆるいときは使用しないでください。 

感電-ショート’発义の原因になります。 







{ A 注意 1 


不安定な場所で使わないでください。 

落下や転倒により、刃がはずれるなどして思わめ 
けがをする恐れがあります。 


業務巧として使巧しないでください。 

を 

容器は60で1ソ上、その他の部品は40で 
じ Lb のお湯で洗わないでください。 40 °C 
む上の熱い材料を調理しないでください。 

プラスチック部分び変あしたり、ふきこぼれによる 
やけどの原因になります。 

を 

プラグを抜く 

使巧時じげ M ホ、電源プラグをコンセント 
か日巧いてください。 

絶縁劣化による感電' 漏電义がの原因になります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードを 
持たずに必ず巧端の電源プラグを持って 
引き抜いてください。 

感電やショートして発火することがあります。 


調理材料を取出すときには、付属のへラ 
などで取出してください。 

けびをする恐れびあります。 


運お中に移動させないでください。 

けがの原因になります。 


本体-容器-フタに強い衝撃を与えないで 
ください。又、容器-フタび損傷した状態 
で使用しないでください。 

故障やけびの原因になります。 


使用時に、容器台の裏側にシャフト回転用 
潤滑油が巧び散り、付着することが 
ちります。 

故障ではありませんので紙等でふさとってください。 

プラグを抜く 

部品の取付け、取りはずし及びお手入れを 
するときは、スイッチを切り電源プラグを 
巧いてください。 

感電' けびの原因になります。 

V 

持ち運びは必ず本体底部を両手で持って 
<ださい。 

故障やけびの原因になります。 


材料を何ち入れないまま運転しないで 
<ださい。 

故障の原因になります。 

J 


知っておいていただをたいこと 

♦容器と本体の I マークび合っていることをご使用前にご確認ください。 

♦フタびをちんとしまっていないと運転しません。 

♦フタや本体をさちんと取りつけていないと、異音や振動、食材び漏れる原因となります。 
♦モード設定とカッター、プレート、羽根の組合せを間違えるとうまく仕上びりません。 

• ご使用中はフタと本体を両手でしっかりおさえてください。 

参この商品はオートオフ機能付です。 

きざむ、おろすモードはスタートを巧して、1分後に自動停止します。 

こねる、ミ包立てモードは、1分後もしくは3分後に自動停止します。 

参おろしプレートをご使用の場合、少量の材料びプレートに残ります。 




る as のなまえとはた 6 を 
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スイッチパネル部 


n 。 モ-ド設定 J スイッチ 

♦きざむ•おろす は高速回転 こねる •ミ 包 立ては低速回転に 

なります。 

必ず用途に応じたモード•カッター類を選択してください。 
• 高速回転でこね羽根、ビーター羽根、低速回転でカッター、 
おろしプレートを使ってちラまく調理でさません。必ずそ 
れぞれのモードに適したカッター類を使用してください。 
♦こねる •ミ 包立て モードはレシピを参荀。分もしくは3分の 
時間を選択してください。 

• きざむ•おろす モードは1分オートオフ機能です。 

1分後に自動停止します。故障ではありません。 


r スタート/ストップ J スイッチ 


• 1回押すとスタート、もう一度押すとストップです。 

必ずストップボタンを押してからフタを開けてください。 
♦みじん切りの場合はでさあびりの状態を見なびら、 

「スタート/ストッススイッチを数回に分けて繰り返し 
押すのびコツです。 

♦フタをはずした状態やフタの閉まりかたび不完全な状態では、何ち点灯せず動さません。 

♦スイッチの上に物を落としたり水をこぼしたりしないよラに気をつけてください。 

♦フタを開けるときは、「スタート/ストップ」スイッチを巧してカッター類の回転を止めてから開けてください。 

V ___/ 



容器の取付けかた 


容器を下記のよラに取り付けて使用してください。 



1 J マー クを合わせて設置して 之時計方向にまわして I マー クび 

<ださい。 あラよラに固定します。 








正しいセットのしかた 


• はじめてお使いになるときはお手入れ ( C ^ ]] ページ）を参考に各部を洗ってからご使用ください。 


セットのしかた 


1 容器を 
取付けまず。 



容器の▼マークと本体の〇マークを合わせてから容器 
を時計方向に回して固定します。 

容器び正しい位置にあることを確認してください。 
r 容器の取付けかた」 （1^ 已ページ）をご覧 < ださい。 



と カッターを 
取付けまず。 



カッターのつまみを持って奥までしっかり差し込みます。 

广 お願い- N 

カッターは鋭利ですので直接手を触れないでください。 
けがの原因になりまず。 

容器に材料を入れてか5カッターを取付けないで 
<ださい。 


3 フタを取付けまず。 



回して固定しまず 



フタを時計ち向へカチッと□ックするまで回します。 
確実に取付け日れていないと、安全スイッチにより 
動作しません。フタび正しい位置にあることを確認 
してください。 


取りはずしかた 



運転を止めて 
フタを取0 
はずしまず。 



フタを反時計方向へ回してはずします。必ず回転び 
止まっていることを確認してください。 


と カッターを 
取りはずし 
まず。 


3 容器を取り 

はずしまず。 



カツターびはずしにくいときは、かし時計方向に回して 
引き上げてください。 



取っ手を反時計方向に回してはずします。 

本体の〇マークと容器の▼マークを合わせてか日 
はずしてください。 


♦ r おろしプレート J • にね羽根 J • 「ビーター羽根 J の取付けかた•はずしかたも同様です。 











1 容器をセットし、カッターを 
取付けまず。 



广わ願し、- 

カッターは必ずつまみを持ってください。 

v _ 

• 容器を正しくセットしないとスイッチび入りません。 
( r 容器の取付けかた」已ページをご覧ください。） 


カッター/をざみ用 おろしプレート/おろし用 


2 材料を入れ、フタをしまず。 



广 み願し I - 

• 禁止材料は使わないでください。（底 M 〇ぺージ) 
• 材料びをすざるとうまく動をません。最大量を 
目安〇ぺージ）に材料を減5してください。 

♦ 40でじ(上の熱い材料を調理しないでください。 

\ _ _ _ 

♦軽い材料を下に、重い材料を上にして入れると、 

む日なくきれいになります。（きざむモードの場合） 
• フタを正しくセットしないとスイッチび入りません。 

( 「セットのしかた」日ページをご覧ください。） 


3 電源プラグを差し^2^み、 

モード設定を「きざむ」または 
「おろず」にしてスイッチを 


• 必ず両手でしっかりおさえてください。材料の量、 
大きさなどによりガタガタ動くことびあります。 

• フタをしないとスイッチは入りません。 

• 材料び容器内の側面やフタについた5、一度スイッチ 


巧しまず。 



4 材料を取出しまず。 



を切り、付属のへラなどでかさおとして再びスイッチ 
を入れ直して < ださい。 

• 材料びラまくきざめない場合は、量を減日したり、 

ルさく切りなおしてください。 

• 1 分で自動停止します。 連続で繰り返しご使用になる 
場合は1已分じ(内にしてください。]已分じ(上ご使用 
になるとさは] 0分け上休ませてからご使用ください。 

广 お願し、-^ 

容器を電子レンジに入れて調理しないでください。 

J 

① 電源プラグをコンセントか日巧きます。 

② カッターび止まってか日フタをはずし、つまみを 
持ってカッターを取出します。 

③ 容器をはずし、付属のへラなどで材料を取出します。 

广 お願し、-^ 

• カッターの回転び完全に止まるまではフタを 
はずさないでください。 

• カッターについた材料は、付属のへラなどで 
落としてください。直接手で落としたり、金属製の 
をの（スプーンやフオーク）を使ったりしないで 
<ださい。 









2 材料を入れ、フタをしまず。 


お願し、- 

• 禁止材料は使わないでください。 （ 应=1〇ぺージ) 
• 材料びをすざるとうまく動をません。最大量を 
目ち(应=1〇ぺージ）に材料を減5してください。 

V_ 

♦材料は必ず記載分量を正確にはかってください。 
水分量やその他の材料の配合によってはラまく 
ねれない場合びあります。 

♦粉や水分は容器内になるベく均一に広びるよラに 
入れて < ださい。 



3 電源プラグを差し込み、 

モード設定を「こねる」にして 


• フタをしなし、とスイッチは入りません。 

♦お料理レシピ集を参考にそれぞれの生地づくりに 
適した r 1分」または「3分」を遇択してから r スター 



卜/ストップ」 スイッチを巧してください。 

♦生地の状態は気温や温度によって多少変わります。 
選択した時間び終了しても、粉っぽさび残っている 
とさはちラー度 r 1分」を選択してこね時間を延長 
してください。 

• こねるときは振動び大きいため、必ず両手で 
しっかりおさえてください。 


4 材料を取出しまず。 



① 電源プラグをコンセントか日巧きます。 

② こね羽根び止まってか日フタをはずします。 

③ 材料を取り出し、こね羽根をはずします。 

こね羽根びはずしに < いときは少し前後左ちにあ根 
を傾けてか日弓 I き上げてください。 


8 






2 材料を入れ、ふたをしまず。 



戸お願し、- 

• 禁止材料は使わないでください。 （ 広を1〇ぺージ) 
• 材料びをすざるとラまく動をません。最大量を 
目ち(应=1〇ぺージ）に材料を減5してください。 

V_ 

♦材料は必ず記載分量を正確にはかってください。 
水分量やその他の材料の配合によってはラまく 
泡立てでさない場合びあります。 


3 電源プラグを差し0^み、 

モード設定を「泡立て」にして 


• フタをしないとスイッチは入りません。 

• お料理レシピ集を参考に r 1分」を遇択してか日 
「スタート/ストップ」スイッチを巧してください。 



♦生ク U —ムは冷蔵庫でしっかり冷やした状態で扱い 
ます。 

♦泡立てすざると分離しますので、様テを見なび日 
泡立てます。 


4 材料を取出しまず。 



① 電源プラグをコンセントか日巧きます。 

② ビーター羽根び止まってからフタをはずします。 

③ ビーター羽根をはずして材料を取り出します。 


9 





巧料のめやすと下準備 


禁止材料故のような材料には使わないでください 


備 


ろ 


•粉や水分は容器内に均一に広びるよラに入れて 
ください。 

•材料はレシピを参考に正確に量ってください。 


パ 


'賴 


皮をむさ 8 cm の 
長さに切り、 2 cm 
の厚さに切る 


皮をむさ 8 cm の 
長さに切り、 2 cm 
の厚さに切る 




運転時間はめやすでず。材料のでさあびり状態を見なびら加減してください。 
材料び少なすざると、運転時間のめやす内にでさあびらないことびあります。 



固い材料 （ 大豆、コーヒー豆、にぼし、氷、漢方窠冷凍食品、スジ肉など） 

. カッターの刃を傷めたり、モーターの負担となります。 

繊維質のをい材料（しようびなど） • • •お料理レシピ集を参考に少量 （ 10旨）程度ならば可能。 



カツター/きざみ用 



牛肉•豚肉•鶏肉 


白身 魚 

え び 

ゆでたにんじん- 
かぼちや 



最大量のめやず 

運転時間のめやず 

300 g 

8〜]已秒 

300 g 

8〜]已秒 

200 g 

1□〜1已秒 

6 つ 

2〜3秒 

400 g 

20〜30秒 

400 g 

20〜30秒 

400 g 

30〜40秒 

400 g 

1已〜20秒 

合計 50 □邑 

1已〜30秒 

合計 5 □□邑 

30〜已〇秒 


2〜 3 cm 角に切ってか日使います。水分 
野菜は、チョンチョンと断続的に数回 r スづ 
ストッススイッチを入れるようにすると、与 
さざめます。 

2〜 3 cm 角に切ってか日使います。 

タルタル ソースな どに。 


骨•殻 • 筋などは取り、2〜 3 cm 角に切って; 
使います。 

2〜 3 cm 角に切ってか日使います。 

材料はさましてか日カッターに入れます。 


2〜 3 cm 角に切ってか日使います。 

野菜を下に、肉を上に入れるとまざりやす‘ 
ます。チョンチョンと断続的に数回「スター 
ストツススイッチを入れるようにすると 、 f 
まざります。 


おろしプレート/おろし用 


こねる 


まぜる 




















































ビーター羽根/泡立て用 



材 料 

最大量のめやず 

運転時間のめやず 

備 考 

ミ包 
立 
て 
る 

マ 3 ネーズ 

約300邑 

] 分 

• レシピを参考に運転してください。 

•生ク U —ムは冷蔵庫でしっかり冷やした状態で 
扱います。 

•泡立てすざると分離しますので、様テを見なび 
日泡立てます。 

生ク1」ーム 

約] 00 ml 

] 分 


が f 1わ,。,お手入れをするときは、必ず電源スイッチを切り、 
の于 1 電源プラグを巧いて行ってくださし、。 


广 わ願し、- 

• 金属製•ナイ□ン製のたねしやみびき粉アルコール、ベンジン、シンナー、台所用 L ソがの洗剤、漂白剤 
などは使わないでください。 


本体 



• 水洗いはしないでください。 

• 乾いたやわ日かい巧でふいてください。 

♦巧れびひどいとさは、水でラすめた中性洗剤をやわ日かい布に浸してよく 
しぼってふさ、そのあと乾いた布でふさとるときれいになります。 



器 



♦中性洗剤とやわ日かいスポンジで洗ってください。 

•お手入れ後は水気を十分にふきとってください。 

广 お願し、- 

• 熱湯（約巨 crcLu 上）で洗わないでください。 

•食器洗い乾燥機や食器乾燥機は使わないでください。 

♦容器はステンレスを使用していますび、水にめれた状態にしておくと、 
さびることびあります。十分に水気をとって保管してください。 


ふた•カツター類 




• つまみをちち、中性洗剤を含ませたブラシなどでよく洗ってください。 
カッターの内側に入り込んだ調理物は綿棒等を使って取り除いて 
ください。 

• 4ぴ CL ソ上のお湯で洗わないでください。 

• お手入れ後は水気を十分にとって、刃を傷めないよラな場所に保管して 
ください。 

广 お願し、- 

♦カッターはステンレスを使用していますが、水にめれた状態にしておくと、 
さびることがあります。十分に水気をとって保管してください。 

• カッター、おろしプレートを洗う場合は手を切5ないようごま意くださし、。 

















巧障かな？とおった 6 


巧 障 かな？とおつたら… この表を見なびらチてックしてくださし、。 

直らないとさは修巧をご依頼ください。 


症状 

調べるところ 

対処方法 

スイッチび入らない 

• フタの取付けかたび悪<ないですか？ 

フタを r カチッ」と音びしてランプび 
点灯するまで回します。 

カッターび回らない 
振動び大さい 

• 材料を入れ過ざていませんか？ 

量を減らしてください。 

•材料び大さ過ざませんか？ 

ルさく切り直してください。 

カッタ—こねあ根の 
回転び遅く、ラなるよラ 
な音びする 

•材料びカッター•あ根にきき付いたり、 
容器との間にはさまっていませんか？ 

巻き付いたり、はさまっている材料を 
取り除いて < ださい。 

使巧中に運転び 
止まる 

•材料を入れ過ぎたり、禁止材料を 
入れていませんか？ 

「モーターの保護回路び働いて運転び 
止まったときは」にしたびって直して 
ください。 


一夕一保護回おび働いて運面び止まったときは 


モーターを保護ずるため、過負荷保護機能びついているので使用中に運まちび止まる場合 
びありまず。保護機能びはたらくと、 LED び点滅状態もしくは、消口状態に戻りまず。 


LED び点滅が態で止まって、食材び上手く仕上びつてないとき 


①フタをあける。 ②材料を半分に減 5 す。③フタをしめ、再びスタートボタンを 



それでも動かない場合は①〜③を数回繰り返してください。 


LED び消打状態で止まったときは（フタをきちんとしめても) 

10分政上休ませてから使用してください。 
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アフターヴービス等について、おわかりにならないときは、お買い上げの販売店かご相談窓 □ 
(11^=1 4ぺージ）にお問合わせください。 


〇保証書 

(裏表紙についています。） 


保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をおおかめのラえ、販売店から 
受取っていただを、内容をよくお読みの後大切に保管してください。 

r 侯-言爾自脯員。五预白扼 —1 与を寸7! 


@修理を依頼される 
とさ 


12ページの表に従って調べていただを、直らなし)とさには必ず電源プラグを 
抜いてから、なの処置をしてください。 


保 話 
期間中 


保証書の規定に化ってお買い上げの販売店び修理をさせていただをますので、 
恐れ入りますび、製品にな証書を添えてご持参ください。 

お買い上げの販売店にご依頼にならない場合には、ご相談窓□(腐’14ぺージ）に 
ご連絡ください。 


保註期間 
経過後 


お買い上げの販売店にご依頼ください。修理すれば使用できる製品については、 
ご希望により有料で修理致します。 

販売店にご依頼にならない場合口ま、ご相談窓□(幅=14ぺージ）にご連絡 
ください。 


©補修用性能部品の 
保有期間 


J のーフードプ□セツサーの補修用性自潮品（機能維持のために必要な部品）の 
イ呆有期間は製造巧切りを6年です。 


0修理料金のしくみ 


修理料金=技術料+部品代でず。 


技術料 


部品代 


診断.部品交換.調整、修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。技術者の人件 
致技術教育費.測定機器などの設備費、一般管理費などび含まれています。 


修理に使巧した部品げ金です。その他修理に付帯する部材等を含む場合ちあ0ます 。I 


仕様 


電 源 

AC 100 V 50-60 HZ 

定格消費電力 

2日日 W 

定格時間 

]已分 

製品寸法縱） 

巾畐28 0 X 奥 fin 已已 X 高さ230 mm 

製品質量縱） 

3.0 kg 

最大調理量 

已〇□呂（八ンノ（ーグのたねの場合） 

電源〕ード腳 

1.4 m 
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ご相談窓口 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 




修理など アフターサービスに 
関するご相談は 

TEL 0120 —3121-68 

FAX 0120 -3121-87 

(受付時間） 36 已曰/日: 00 〜 1 日: 00 


商品情報やお取り扱いに 
ついてのご相談は 

TEL 0120 -8802-28 

FAX 03-3260-9739 

(受付時間） 9:00 〜 17:30/ 携帯電話、 PHS か 5 
もご利用できます。±曜•日曜•祝日と年末年始- 
夏季休暇など弊社の休日は休ませていただきます 


• お客様び興社にお電話でご連絡いただいた場合には、正確にご回答するために、巧話内容を記録（録音など） 
させていただくことがあります。 

• ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくこと 
があります。 

• 出張修理のご依頼をいただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート八ガキを送付させていただく 
ことがあります。 


愛情点検 


口 


•長年ご使用のパワ-フ-ドプ□セツサ-の点検を！ •篇期 i 、 ド2 莲綿； g 譜譜能 部品の 

ご使用の際 
このよラな 
ことはあり 
ませんか 

♦電源を入れても、ときどき運転しないときびある。 
♦電源コードを動かすと通電したりしなかったりする。 
♦差込プラグ、電源コード、本体などび異常に熱い。 
♦焦げ臭いにおいがする。 

♦その他の異常や故障びある。 

♦容器、フタびセットされていない状態でもスイッチ 
パネル部のランプび点むしたままで消えない。 

► 

お 

願 

い 

故障や事故防止のため、コンセン 
卜から差込プラグを振いて販売店 
にご連絡ください。 

点検-修理についての費巧など詳 
しいことは、販売店にご相談くだ 
さい。 













ご住所干 

ごち名 様 

住巧 

店名 «iS () 


※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。 

1 . 保証期間巧でら次のよラな場合には有料修理となります。 

(イ）使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

(□) お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障または損傷。 

(二） 車両、船舶にとう載して使用された場含に生じた故障または損傷。 

(ホ）業務用に使用されて生じた故障または損傷。 

(へ）本書のご提示がない場含。 

(卜）本書に型名、お買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場含、あるいは字句を書き換 
えられた場合。 

2. 離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行なった場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合には、取扱説明 
書の14ページのご相談窓□にご相談ください。 

日.本書は再発行いたしませんので紛失しないよラ大切に保存してください。 

目.本書は日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan . 

•この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するちのです。 

この保証書によって保証書を発行している者(保証責任者）、及びそれ拟外の事業ちに対するお客様の 
法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い 
上げの販売店または取扱説明書の14ページのご相談窓□にお問い合わせください。 

•保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、取扱説明書をご覧ください。 

修理メモ 


株式会社日立リビングサプライ 

干 162-0814 東京都新宿区新ル JII 町 6-2 白(アク□ポ U ス東就 
TE し 03(3260)961 1 FAX.03(32 巨 0)9739 






.♦♦ ♦ ♦、♦♦.ち * ♦.本本.♦.♦共 ♦. 


家庭用パワーフードプ□セッヴー保証書 I 持込修理 


保証期間内に取扱説明書、本体ラベル等の注意書さにしたがって正常な使用状態で使用していて故障 
した場含には、本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。 

お買い上げの曰から下記の期間内に故障した場合は、商品と本書をお持ちいただき、お買い上げの販 
売店に理をご依頼ください。 

お客様にご記入いただいた保証書の写しは、保証期間内のサービス活動及びその後の安全点検活動の 
ために記載内容を利用させて頂く場合がございますので、ご了承ください。 


お 


《 お買い上げ日 

保証期間 

名 

HFP - B 3 

平成 年月 曰 

本体： 1年 







